外科的に修復されたファロー四徴症では、肺動脈弁逆流による右室のリモデリングと左室自由壁ストレイン低下は関連する。 by 中村 昭宏
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(multivariate β=0.38、 p=0.003)。 
 (考察)  
本研究にて、ファロー四徴症根治術後患者における右室容積および右室機能を評価するため、3次元
心エコー図法を用いて両心室を解析した。 














 本研究にて、左室駆出率が良好に保持されているNYHA class 1のファロー四徴症根治術後患者であっ
 -２
ても、左室自由壁ストレインは低下していることが初めて示された。左室長軸方向機能不全は右室拡大
に伴って進行すると考えられ、これらの2次元および3次元・経胸壁心エコー図法を用いてファロー四徴
症根治術後患者を検査することは、その心機能の評価に大変有用であることが初めて示された。第1回
学位予備審査委員会を平成26年10月23日に開催し、第2回学位予備審査委員会を平成26年11月26日に開
催して、これらのオリジナリティーに関して審査員全員から高いレベルであるというコメントが得られた。 
 平成26年12月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査員全員が合格と判定した。 
 よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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